
 

 

 

 

 

 

１ 日時 令和２年１月 14日（火）第５校時 

２ 学年 第５学年 26名  

３ 単元について 

【単元観】 

 本単元で扱う同種の量の割合，円グラフ，帯グラフは，学習指導要領には次のように位置づけら

れている。 

 第５学年  

Ｄ 数量関係 

  （３） 百分率について理解できるようにする。 

  （４） 目的に応じて資料を集めて分類整理し，円グラフや帯グラフを用いて表したり，特徴を 

     調べたりすることができるようにする。 

 （内容の取扱い） 

  （４） 内容の「Ｄ数量関係」の（３）については，歩合の表し方について触れるものとする。 

 第４学年では，対比する２量が整数の場合について，基準となる大きさを１として，それに対す

る割合を2.5倍，2.3倍などのように小数で表すことを学習してきた。対比する２量が小数の場合に

ついては，第５学年で学習してきている。また，倍を用いて２つの量を比較することも経験してき

ている。 

 本単元では，２量の関係について，基にする量（基準量）を１とみたとき，他方の量（比較量）

がどれだけにあたるのかというように，割合の見方を用いてとらえられるようにすることが根底と

なる。その上で，割合を表す１つの方法として百分率について学習する。小数で表されている割合

をなるべく簡単な表し方で表すために，基準とする量の大きさを100として，それに対する割合で表

す方法が，百分率（パーセント）である。百分率で表すことにより，割合を整数で表せることが多

くなるというよさに気づかせていく。また，百分率などと関連づけて，基準とする大きさを10とす

る歩合の表し方にも触れるようにする。日常生活の事象と関連づけながら，基準とする大きさを１，

10，100としたときの割合の表し方について理解し用いることができるようにすることをねらいとし

ている。 

【児童観】 

学力に大きな課題のある児童への手立ての検証対象として，本学級ではＡ児を抽出している。 

学習全般や算数科の学習についてのアンケート（５月，12 月実施）によると，Ａ児は，どちらの

時も算数の授業は「あまり好きでない」と答えている。また，分からない問題がある時でも諦めず

これまでの学習を見返したり，図や絵をかいたりするなどして分かるまで考えようとしているかと

いう問いには「よくあてはまる」から「あまりあてはまらない」に変化していることが分かった。

日々の学習においては，単調な計算問題は間違えることは少ないが，文章題を読んで立式する問題

に対してはイメージがつかめず，迷っていることが多い。 

「単位量あたりの大きさ」の学習では，立式が難しい状態が続いたので，「１㎡あたりの数」「１

 算数 第５学年 北広島町立壬生小学校  授業者 寄本 彩香  

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  課題解決力 

「比べ方を考えよう（２） 百分率とグラフ」  



本あたりの値段」といった「１あたりの数」が割る数になるということを繰り返し伝えることで正

しく立式できるようになった。しかし，答えの数が表す意味を問われる問題は誤答であったため，

式の意味理解には至っていないことが分かった。 

本単元では文章を読み，基準量と比較量の２量の関係を捉える場面で，どちらが基準量でどちら

が比較量なのかが分からなくなり，思考がスムーズに進まないことが予想される。また，小数，分

数，百分率，歩合というように割合の表し方が多様であることも，割合を難しく感じさせる要因に

なると予想される。 

 

【指導観】 

Ａ児の予想されるつまずきに対しては，次のように手立てを講じる。 

絵や文を見て「もともとは･･･」，「全部で･･･」，「満杯で･･･」という概念が基準量になること 

や，「そのうちの･･･」「その中の･･･」という概念が比較量になることを繰り返しつかませていく。 

また，割合を百分率で表したり，百分率で表された割合を小数で表したりするところでのつまず

きをなくすため，普段の生活の中でも百分率に触れさせ，量感を身に付けたり，割合に変換したり

する活動を多く取り入れたり，宿題などと関連付けながら反復練習を多く取り入れる。 

本校では，研究主題「仲間と協力して，課題解決に意欲的に取り組む児童の育成」に向け，全校

及び高学年の重点取組を次の通り設定している。 

全
校 

①課題の発見，対話，振り返りの過程を充実させ，

仲間と考えることが楽しい単元や授業をデザイ

ンする。 

②分析的に読む，考えて書くなど，思

考・判断・表現を伴う学習活動を意

図的に仕組んでいく。 

高
学
年 

①既にまとまった考えを伝えるだけの対話ではな

く，友達と練り合いながら考えを深めたりまとめ

たりできるような対話の場面を仕組む。 

②図や言葉，式などをつなげてかいた

り表現したりする，考えて書く場面

を毎時間設定する。 

これらの重点取組に係って，本単元では，次のように取り組む。 

割合は児童にとってなじみにくく，理解しにくい学習になることが予想されるため，継続的に数

直線を活用させ，割合を求める演算を決定する手助けにしていく。問題文をもとに基準量と比較量

を数直線に書き込ませることで，考えながら問題文を読み，２量の関係を把握しやすくしていく。 

ペアや小グループでの話合いでは，言葉や矢印などを書き入れた問題文や数直線を使って話し合

わせることで，図や言葉，式などを関連させ，２量と割合の意味を確かめながら学習を進められる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 単元の学習の系統性 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元の目標 

 ○資料における数量の比較や全体や部分の関係の考察などで割合を用いる場合があることや，その表

し方についての百分率について理解するとともに，資料を円グラフや帯グラフを用いて表したり，

特徴を調べたりすることができるようにする。 

 

６ 評価規準 

算数への 
関心・意欲・態度 

数学的な考え方 
数量や図形についての

技能 
数量や図形についての

知識・理解 

割合を用いて比較し
たり考察したりするよ
さに気づき，生活や学習
に用いようとする。 

 

 倍の見方を基に割合を
考え，目的や場面に応じ
て数量の大きさの間の関
係を割合でとらえること
ができる。 
 

 数量の関係から割合
や百分率，基準量，比
較量を求めたり，資料
の全体と部分などの関
係を表す割合を円グラ
フや帯グラフに表した
りすることができる。 
 

 割合や百分率，基準
量，比較量の求め方や，
円グラフや帯グラフの
かき方及び歩合の表し
方を理解する。 
 

 

７ 本単元において育成したい資質・能力】課題解決力  

育成したい資質・能力 育成したい資質・能力が本単元の学習において発揮されている姿 

課題解決力 ・既習事項をもとに，基準量と比較量の違いを理解し，数直線などを使いな

がら基準量と割合から比較量を求めようとしている。 

 

小数のかけ算とわり算 
 
・小数と整数の乗除計算 
・倍が小数でも表されること 
 

分数と小数，整数の関係 
 

・倍が分数でも表されること 
 

折れ線グラフと表 
 

・資料の分類整理と表し方 
 

４年 ６年 

小数のかけ算，わり算 
 
・小数×÷小数の意味と計算 
・小数倍（第一～第三用法） 

分数のわり算 
 

・分数倍の意味 
（第一～第三用法） 

５年 

百分率とグラフ 
 

・割合の意味と求め方 
・百分率，歩合の意味と表し
方 

・比較量，基準量の求め方 
・帯グラフ，円グラフの読み
方，かき方 

比と比の値 
 

・比の意味と表し方 
 

単位量あたりの大きさ 
 

・単位量あたりの考えとその
用い方 

 



８ 指導計画（全１２時間 本時第４時） 

時 主な学習活動 
評価の観点 

関 考 技 知 評価規準 

１ 

２ 

【課題設定】【情報収集】 

○４試合のシュートの記録の比べ方を考
える。 

○各試合のシュートの入った割合を求め
る。 

○割合を求める式をまとめる。 
 

 ○ 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

・数量を比べるときに，全体を１
とみて部分の大きさを表して比
べる方法を考え，説明している。 

 
 

３ 

【整理・分析】 

○５年生の人数を基にした，サッカークラ
ブに入っている人の割合を求める。 

○「パーセント（％）」「百分率」を知り，
割合を百分率で表す。 

○「歩合」の意味と，「割」「分」「厘」
が日常生活の中で用いられていること
を知る。 

  ○  ・割合を百分率で表したり，百分
率で表された割合を小数で表し
たりすることができる。 

４
（
本
時
） 

【整理・分析】 

○果汁30％の300ｍLの飲み物に含まれて
いる果汁の量の求め方を考える。 

○比較量を求める式をまとめる。 
○割合を求める式と比較量を求める式を
比べ，各量の関係を確認する。 

  ○  ・基準量と割合から比較量を求め
ることができる。 

５ 
 

【整理・分析】 

○1週間前に生まれたねこの今の体重168
ｇが生まれた直後の160％にあたると
き，生まれた直後のねこの体重の求め方
を考える。 

○基準量を求める式をまとめる。 

 〇   
 
 
 
 
 

・基準量を求める式を導くのに，
□を用いた比較量を求める式を
基に考え，説明している。 

６ 
 
 
 

【整理・分析】 

○250円のマジックペンを30％引きで買う
ときの代金の求め方を考える。 

○600円の筆箱に利益を30％加えたときの
売る値段の求め方を考える。 

   
 
 
 

○ ・割合の和や差を含んだ場合の，
比較量の求め方を理解してい
る。 

 

７ 

【まとめ・創造・表現】 

○「力をつけるもんだい」に取り組む。 
 

  ○  ・学習内容を適用して，問題を解
決することができる。 

８ 

【情報収集】 

○都道府県別のみかんの収穫量の割合は
どのようなグラフに表せばよいかを考
える。 

○「帯グラフ」「円グラフ」を知る。 
○都道府県別のみかんの収穫量の帯グラ
フ，円グラフを読む。 

 

〇    ・帯グラフや円グラフは，全体に
対する部分の割合が視覚的にと
らえやすいというよさに気づ
き，資料の特徴や傾向をとらえ
ようとしている。 

９ 

【整理・分析】 

○好きな教科の割合を百分率で求めて，そ
れを帯グラフと円グラフに表す。 

 
 
 

 ○  
 
 

・帯グラフや円グラフをかくこと
ができる。 

 



１０ 

【整理・分析】 

○東小と西小の好きな給食のメニューの 

割合や絶対量を読み取り，問題を解決す 

る。 

 ○   ・割合の多少と絶対量の多少は一
致しないことに気づき，その理
由を説明している。 

１１ 

 

１２ 

【まとめ・創造・表現】 

○「しあげ」に取り組む。 

○「算数のおはなし」を読んで，地球上で 

 失われていく森林の割合について調べ 

る。 

   ○ ・基本的な学習内容を身につけて
いる。 

 

９ 本時の展開 

（１）本時の目標 

 ・基準量と比較量の見分けがつき，比較量は基準量×割合で求められることを理解する。 

 

（２）本時の評価規準 

 ・基準量と割合から比較量を求めることができている。  【数量や図形についての技能】 

 ・既習事項をもとに，基準量と比較量の違いを理解し，数直線などを使いながら基準量と割合から比

較量を求めようとしている。【課題解決力】 

 

（３）準備物 

   ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）学習過程 

 学習活動（○），児童の反応（・） 
指導上の留意点（◇） 

「支援を要する」状況と判断した児童への指導の手立て（◆） 
評価規準 
（評価方法） 

つ
か
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

見
通
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解
決
す
る 

１ 基準量，比較量，割合の関係につ
いて復習する。 

○絵や文を見て「もともとは･･･」，「全
部で･･･」，「満杯で･･･」という概
念が基準量になることや，「そのう
ちの･･･」「その中の･･･」という概
念が比較量になることをつかませ
る。 

○絵を見て百分率と割合の相互関係を
思い出す。 

２ 問題をつかむ。 

 

 

 

 

〇問題文を読み，題意をとらえる。 

た･･･入っている果じゅうは何mLか。 
わ･･･全部で300ｍL 
わ･･･ふくまれている果じゅうは30％ 
 
 
 
 
 
３ 既習とのズレに気づき，めあてを
つかむ。 

〇既習と対比しながら違いを見つけ，
課題理解を明確にする。 

・問題文に「○○をもとにして･･･」と
いう言葉が書かれていないけれど，
どれがもとにする量なのか。 

・果じゅうの量というのは，比べられ
る量なのか，もとにする量なのか。 

○数直線を活用して，基準量と割合が
分かっていることを確認する。 

 

 

 

４ 自分の考えをもつ。 

○どのように考えたかを数直線などに
書き込ませながら立式していく。 

・数直線を使って倍の関係から求めた。 
 300×0.3＝90   答え 90mL 
・比べる量を□として，これまでに学
習した「比べられる量÷もとにする
量＝割合」という式に当てはめて計
算した。 

 □÷300＝0.3 
    □＝0.3×300 
    □＝90     
          答え 90mL 

◆絵や数直線を取り入れ，視覚的に理解 

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇尋ねられていることと分かっている
ことを整理させ，この学習で何を求め
るのかを明確化させる。 

 

 

 

 

◇問題文から得た情報である「全部の量
300ｍL」，「果じゅうの量 全部の量
の 30％」を絵に書き込ませ，基準量，
比較量，割合はそれぞれどれなのか，
何を求めるのかという理解を促す。 

◇数直線に言葉や数を書き込ませ，立式
の手立てとする。 

◇30％という数値は百分率で表されて
いることに十分注意させ，数直線の比
較量の割合には，基準量を１とみた時
の数を記入することを知らせる。 

◆絵から「全部の量 300mL」が基準量に
なるということをつかませ，比較量を
求める式にするということを理解さ
せる。 

 

◇比較量を求めるために，基準量の何倍 
 になっているかということに着目で 
きるようにする。 

◆式にもそれぞれ単位を入れて書かせ， 
「300mLの 0.3倍が 90mL」という意味 
理解を促す。 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習事項を
もとに，基準
量と比較量
の違いを理
解し，数直線
などを使い
ながら基準
量と割合か
ら比較量を
求めること
ができる。
【課題解決
力】 
（観察・ノー
ト・ワーク
シート） 

 

○め  ジュースに入っている果じゅうの量（比べられる量）を求めるには？ 

 

全部で 300mL のオレンジジュース
があります。このうち 30％，果じゅ
うがふくまれています。オレンジジ
ュースに入っている果じゅうは，何
mL ですか。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め
る
・
つ
な
げ
る 

 
 
 

 
 

深
め
る
・
広
げ
る 

５ 考えを全体交流し，課題解決する。 

〇２つの考えの共通点を考える。 
・どちらの考えも 300×0.3をしている。 
・300はもとにする数で，0.3は割合を
表す数だから，比べられる量はかけ
算で求められる。 

○300ｍLの 30％は，300ｍLの 0.3倍だ
から 300×0.3になるということを数
直線を使いながら確認する。 

 

６ 学習のまとめをする。 

 

 

○既習事項の「割合＝比べられる量÷
もとにする量」との関係をつかむ。 

 

 

７ 適用問題をとく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 振り返りをする。 

◇式にも基準量，比較量，割合という３
つの言葉を書かせ，果じゅうの量（比
較量）を求めるには 300（基準量）×
0.3（割合）をすれば良いということ
を理解させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇割合を求める式からも比較量を求め
る式がつくれることを理解させる。 

 
 
 
 
 
◇問題文に，もとにする量（も），割合
（わ）をそれぞれ書かせ，立式の手立
てとさせる。 

◆問題文の下に数直線を書いておき，立
式の手順を視覚的に理解できるよう
にする。 

◆「定員」の意味については補足説明し，
問題の意味が理解できるようにする。 

 
 
 

 

◇本時で学んだことについて，自分の言
葉でふりかえりを書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基準量と割
合から比較
量を求める
ことができ
ている。 
【技能】 
（ノート，ワ
ークシー
ト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ま比べられる量は，もとにする量×割合で求めることができる。 

 

定員が 70 人のバスに，定員の 120％
の人が乗っています。 
このバスに乗っている人は何人です
か。 

全部で 500mL のオレンジジュース
には，果じゅうが 20％ふくまれてい
ます。オレンジジュースに入ってい
る果じゅうは，何 mL ですか。 
 



１／１５  

 

            

                      

 

                      

 

 

（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）本時における個の課題に応じた手立て 

●Ａ児 

本時で予想されるつまずき 

・基準量と比較量の区別がつかず，問題文か

ら基準量を見つけられない。 

・百分率を小数に変えて計算することができ 

 ない。 

 

つまずきの要因 

・問題の把握ができない。 

・基準量と比較量の違いが分からない。 

・数直線の比較量の割合には，基準量を１とみた

ときの数を使うことが理解できない。 

 

手立て 

①絵や文を見て「もともとは･･･」，「全部で･･･」，「満杯で･･･」という概念が基準量になる

ことや，「そのうちの･･･」「その中の･･･」という概念が比較量になることをつかませていく。

また，問題文を読んで，その意味を絵で表すことで問題文の理解へと繋げる。 

②普段の生活の中でも百分率に触れさせ，量感を身に付けたり，割合に変換したりする活動を多

く取り入れる。 

③線分図を使って立式させるようにする。そして，線分図には「基準量を１とみる」ということ

を繰り返し伝え，百分率は小数で表すことを理解させる。 

 

全部で300mLのオレンジジュース
があります。このうち 30％，果じ
ゅうがふくまれています。オレンジ
ジュースに入っている果じゅうは，
何 mL ですか。 

 

○め  ジュースに入っている果じゅうの量（比べられる量）を求めるには？ 

 

た･･･入っている果じゅうは何ｍL か。 
わ･･･全部で 300ｍL 
わ･･･ふくまれている果じゅうは 30％ 

全部の量 
300ｍL 果じゅうの量 

全部の量の 30％ 

300×0.3＝90   答え 90mL 
 
□÷300＝0.3 
    □＝0.3×300 
    □＝90      
          答え 90mL 

もとにする量 

割合 

比べられる量（□） 300ｍL の 30％は，300ｍL の 0.3 倍
だから 300×0.3 
 

○ま比べられる量は，もとにする量×割合で求めることができる。 

 

 

0.3 


